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中で最もはなやいだ時間として経験されるはずの年のはじめに、前年に亡くなった人を思って悲嘆に暮れずにはいられず、そのこ がより一層悲しみを強調する、という が「新春 哀傷」 基本的な悲しみの描かれ方だということである。その上で、具体的な描かれ方の特徴としては、Ⅰ年が改まっても しみは改まらな 、変化することがない、ということが して述べられること、がまず挙げられ 。 「葵」巻で大宮が源氏に贈った「新しき年ともいはずふる
ものはふりぬる人の涙なりけり」は「新しき年」の「新」と「古」を対照させ、新年を迎えたにも関わらず 降る」涙を詠むことで、年が明けても変わらぬ悲しい心情を訴えた歌である。また 幻 巻冒頭に描かれる光源氏の悲しみ「春の光を見 まふにつけても、いとどくれまどひた やうに み、 （源ノ）御心ひとつは悲しさ 改まるべくもあらぬに…」 （④五二一） 、や「早蕨」巻、中の君が伝え聞いた薫の様子「 （薫ガ）尽きせず思ひほれたまひて、新しき年とも言はずいやめになむなり まへると （中君ガ） 聞きたま ても…（⑤三四七）もこれに相当する。　
次に指摘できるのが、Ⅱ正月を迎えたよろこびを共有しようとす
る周囲と、そこから疎外されて悲しみにくれ 作中人物 姿を描くこと、である。正月の挨拶に来た人々への対応を拒む「幻」巻の光源氏の姿「外には例のやうに人々参りたまひなどすれど、御心地なやましきさまにもてなしたまひて、 御簾の内に みおはします」 （④五二一）や、 「椎本」巻で阿闍梨から新年 挨拶と共に贈られた芹・蕨を見て、新年を迎えたことが実感され喜ばしい（ 「所 つけては、かかる草木のけ に従ひて、行きかふ月日のしるしも見ゆるこそをかしけれ」⑤二一三） いう女房たちに対し 「何 をかしきならむ」 （同）と強い反発を感じる大君・中 君姉妹 心中な が、例として挙げら る。 「椎本」巻の大君・中 君は、 年 瀬に あはれ、年かはりなんとす 心細く悲しきことを あらた き春待ち出でてしがな と「心を消たず」 （気を落とさず）言 女房対して、 「難きこと 」 思って たのであった（⑤二〇四） 。　
また、Ⅲ正月の「こと忌み」が出来ないでいることについての言
及にも注目したい。 「こと忌み」は、 「事忌み 「言忌み」の漢字が
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当てられるように、特にめでたい時や、祝うべき時に、不吉な行動（しばしば涙を流すこと）をしたり、不吉な言葉を言ったりすることを忌んだ習慣を指すのであるが、 「新春の哀傷」においては、晴れの日であるはずの正月に、悲しみのあまり「こと忌み」をすることが出来ない、ということが作中人物の悲しさを効果的に表す表現として使われて る。 「葵」巻では 「大臣（＝左大臣） 、新しき年とも言はず、昔の御事ども聞こえ出 たまひて、さうざうしく悲しと思すに、いとど、かくさへ渡りたまへる つけ 念じ返したまへどたへがたう思したり」 （②七八） 左大臣の様子が描かれ、 「今日はいみじく思ひたまへ忍ぶるを、かく渡らせたまへる なむ、なかなか」 （同）と大宮から光源氏への消息が伝えられる。傍線部に見えるように、左大臣も大宮も正月の「こ 忌み」を意識しながらも、こらえられない悲しさを吐露 てい 。　
見てきたⅠからⅢは、いずれにしても「おめでたいはずの正月の
悲しみ」が基調と るために、重なり合う部分も多く、明瞭には分けられないところもある。例えば 「正月に流す涙 つい 言及しているのはⅢだけではなく、Ⅰにも「涙」への言及はあり その点においては重なり合いが認められるのである。ただ、 「正月に流す涙」をⅠのように「新しい年を迎えてもなお悲しみ 改まらないために流れる涙」と表現するのか、Ⅲの 新年に 慎むべき涙であるの 耐えられない」と「こと忌み」の問題として表現するのか、は、物語が「新春の哀傷 をどのように形象し表現 きたかを考える上では、注目しておきた 差異であるよう 思われる。　



















































































































以上、 管見の及ぶ範囲ではあるが 『源氏物語』 成立ごろまでの 「新
春の哀傷歌」を概観した。 れら一連の和歌から、 「こと忌み」の習慣にもかかわらず、年始を契機 して哀傷歌が詠まれることがあったことが伺える。また、正月の景物（初音 若菜、子の日の松）
を詠み哀傷歌とする例の他に、年の始めの悲しみそのこと自体を主題として詠まれた例も多く、 先述した『源氏物語』の「新春の哀傷」の発想 重なる点が認められる。
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大宮詠は、 「新春の哀傷」の特徴が表れている箇所（Ⅰ新年を迎えても変わらぬ悲しみを強調）として先に取り上げたが、新年にも関わらず悲しみが癒えないことを歌う の上でも、 「ふる」の掛詞の表現の上でも③兼輔詠が踏まえられていることが伺え 。 だ 、兼輔詠では「古」は年に対 て用いられてい 対し 、大宮詠では悲嘆に暮れながらも新年を迎えてさ に一つ年をとった大宮自身を指している。これは、源氏が「古る心地」として葵上在世中ことを思い出している とと併せて考 た時、示唆的であろう。
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「葵」巻の「新春の哀傷」で悲嘆に暮れる中心的な人物は大宮と大臣であり、源氏は彼らと「哀傷」を共有しながらも、葵上のことは既に過去のこと（古る心地）と認識しているのである。源氏にとって当該場面は葵上を哀傷する最後の場面であり、ここで悲しみに明確に区切りが付けられている。 一方大宮詠は、 「新年」 に対して 「古」を詠みながらも、③兼輔詠のようには故人が亡くなった旧 を対照化していない点に留意したい。　「新年」―「古」を詠む「新春の哀傷歌」としては他に、④貫之詠「藤衣あたらしく立つ年なればふりにし人はなほや恋しき」があるが、この歌は亡く った人を「古りにし人」とし、年が改まることによって亡き人との時間的な距離が遠くなったこ を認識している。この うな詠み方は、同じ貫之の大晦日の哀傷歌「こふるまに年のくれなばなき人の別やいとどとほくなりなん」 （後撰・一四二五） 同一の発想で、⑤徽子歌「忌むなれど今日 ももののかなしきは年をへだつと思ふなりけり」 もそ 発想が引かれていると思われる。このように 「年を隔 て亡き人との距離を痛感する」という詠まれ方は、 「新春 哀傷歌」 一系譜を形作っていくように思われるが、 『源氏物語』にはこの発想はついに引かれることがないのである
⑻
。新年を迎えて、故人が亡くなった日が遠ざかっ
ていくという実感は、悲しみの表現の 方法ではあるけれども、大切な人の死を過ぎ去った出来事として捉えている点におい 『源氏物語』の「新春の哀傷」にはなじみにくかったのかもしれな 。　
次に、 『源氏物語』 「新春の哀傷」 のⅢとして指摘した、 「こと忌み」
の問題について考えたい。こと忌みについて言及される場合 こと忌み」の語が用 られる場合と、 「葵」巻のよう 新年な に涙
をこらえられない、故人の話を持ち出さずにはいられないなどと「こと忌み」の語を用いずに叙述される場合とがある。 「こと忌み」の語の初例と思われる用例は、 『蜻蛉日記』中巻、安和元年正月の記事に見られる。










及が見られないのであ （もちろん、喪中の親族を弔問するため贈った歌④や、 法会の場⑤で「こと忌み」 ことはない） 。「葵」巻で左大臣や大宮が「こと忌み」に言及するのも、源氏が左大臣たちと完全には悲しみを共有でき ことを理解してい ための、遠慮があるからだと思われる。　
そのような「こと忌み」への意識があるからこそ、悲しみを強調
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と忌み」を守るのだと述べながら、実際には「こと忌み」を破って宮を哀傷する和歌を詠み、さらに⑦の場合はその和歌を人に贈っているのである。また、⑨では「心には下行く水のわきかへりいはで思ふぞいふにまされる」 （古今六帖・二六四八）を引き、宮を忘れられない思い 心の中に留めておくことが、口に出して言うよりも勝っているのだ、としながらも それを和歌に詠み残している点注目される。二首がこのように、矛盾を内在させ その矛盾がおもしろさと って る は、この二首が和泉の悲し 率直な吐露などではもとよりなく 正月 「 と忌み」という題材を使っていかに新しい歌を詠むかに腐心した和泉の力作であるからであろう。 「感情の切実さや深さとともにやや過剰な強調があり 宮を哀傷する和泉の姿 背後に、その感傷を作品化する に意欲的な作家の姿も見えてきて、それが作者 人間としての、また作家としてのたくましさをふとのぞかせることに
⑿
」 といわれる、 「帥
宮挽歌群」の中にあって、宮を亡くした悲しみ 正月という時空おいて効果的に表現する方法として、こ 以前には徽子歌にのみ詠まれて た「元日 こと忌み」が題材と て選ばれたのだろうと思われる。　
くわえて述べれば、和泉式部の「こと忌み」の歌二首は、正月の
はなやかさから疎外されている和泉の姿をも効果的に 。『源氏物語』 「新春の哀傷」の特徴として挙げたⅡ「正月のよろこびを共有しようとする人々から疎外される人物の姿を描く」は、贈答された「新春の哀傷歌」や、弔問 め 贈られた歌、法会の際の歌などには見られ いものであった。和泉が「 する周囲
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を意識し、 「こと忌みが出来ないでいる自分」と対比することで、正月のよろこびから疎外されている作者の様子が際やかに浮かび上がってくるのである。前述徽子⑤歌には、 「きく人 は想定されていないが、 「こと忌み」が詠まれることによって、周囲の なやかさに同じえない徽子の孤独な心情を想像させ 。和泉式部詠 場合は、 「こと忌み」する人々と同調できない孤独よりは、 「こと忌み」が出来ないほど宮への思いが深いことを強調しているのが特徴である。　
このように、和泉式部の「こと忌み」の歌は、 「新春に哀傷する































の表現、正月の景物が詠み込まれるなど） ・関連する史料から、正 に詠まれた哀傷歌であることが明瞭なもののうち、和歌の詠みぶりからも正月の詠であることが理解される例に限った。例え 先に挙げた「ふかくさの野辺の桜し ころあらば今年ばかりはすみぞめにさけ」 （古今・八三二）は「空蝉はからを見つつもなぐさめつ深草の山煙だにたて」（同・八三一）と共に、基経葬送の後に詠まれた歌である（堀川の太政大臣身まかりける時に、深草の山にをさめてけるのちによみける 。基経の薨去は寛平三年（八九一）一月十三日（ 『紀略』 『扶桑略記』 『公卿補任』等）で、二首は正月に詠まれたと思われるが、和歌の詠まれ方は、春一般の哀傷歌（八三二） ・季節を限定 ない哀傷歌（ 三一）であり、正月の作であることが和歌に反映されているとは言えず、今回の考察の対象からは外した。また、 「は 宮うせた ひての年返りて あめ る日ひめ宮に聞こえ 」 詞書を持つ『高光集』三番歌「ひねもすにふる春さめやいにしへをこふるたもとのしづくなるらん」 よう 、正月詠まれた可能性が考えられるものの確証が得られないも も「新春の哀傷歌」とはしなかった。正月の悲しみを歌った歌で、 「哀傷歌」であるかの特定が困難だった実頼集九九番歌を、参考として載せた。
⑸





















工藤重矩「藤原兼輔伝考（三） 」 （ 『語文研究』三六、 一九七四 ・二）は
歌の詠みぶりや常に定方からよみかけ ことで贈答が行われていることから、 「おそらく定方の が悲し はより深かった」としながら、 「それでも自分（定方・稿者注） 悲しみを分かちあえるのは兼輔だと思っいたのであろう」と述べ、首肯される。

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歌を詠んだことは、発想としては八の宮亡き後の正月を盛り立てようとする女房たちに反発する「椎本」巻 大君・中の君などと重な 興味深い。正月の「こと忌み」ではないが、 「早蕨」巻、中の君の都移りの際に、門出を祝して「こと忌み」し、大君の話題を避ける女房たちに、中 君が反発を感じる場面（⑤三六三）もある。
